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【はじめに】 全環研 酸性雨調査研究部会（以下，酸性雨部会）は、平成 15 年度より 3 カ年計画で第 4 次

酸性雨全国調査を実施している。ここでは、平成 16 年度の湿性沈着調査に伴うフィールドブランク試験の結

果について報告する。 

【調査方法】 平成 16 年 4 月から 17 年 3 月までの酸性雨部会の指定した月単位の切れ目の日に、湿性沈着

調査地点においてフィールドブランク試験を実施した。捕集装置のロート部及び導管部を洗浄した後、ロー

ト部に純水 100ml を滴下回収したものをフィールドブランクとし、降水と同様に試料量､pH､電気伝導率及び

イオン成分の分析を行った。 

【結果と考察】フィールドブランク実施状況 平成 16 年度の湿性沈着調査 62 地点のうちフィールドブラン

ク試験が実施されたのは 29 地点(全調査地点の 47％)であった。これらの地点の実施月数及び回数から、フ

ィールドブランク試験は全地点の半数程度で実施され、実施された地点のほとんどは定期的に試験が行われ

たと判断された。 

捕集装置による試料汚染についての評価 解析には、①12 か月中 10 か月以上(完全度 82%)、②試料量毎回約

100ml、とほぼ本調査の推奨した試験方法どおりにフィールドブランク試験が実施されたと考えられる 13 地

点のデータを用いた。13 地点のうち、フィールドブランクの最大濃度を検出した地点において、成分別にフ

ィールドブランクと降水の成分濃度とを比較した(図)。図中の実線は、フィールドブランクの成分量を降水

量に応じた濃度に換算したものである。この図において、降水がフィールドブランクより左下にプロットさ

れる場合がなかったため、フィールドブランクより沈着量が少ない降水はないと判断された。しかしながら、

Cl－, Na+, K+, Mg2+においては、フィールドブランクの実線と降水のプロットが近く、沈着量の差が小さいも

のがあった。Na+のフィールドブランクの最大値は沈着量に換算すると 159µmol/m2であり、フィールドブラン
クに最も近いプロットである月の沈

着量（602µmol/m2）の約 26%に相当し
た。これは、フィールドブランクが

高く、後続降水の沈着量が最小であ

った場合、捕集装置から降水試料へ、

沈着量にして最大 26%の汚染が起こ

る可能性があったことを示している。

同様に Cl－は 27%, K+は 100%, Mg2+は

51%の汚染の可能性があると考えら

れた。Cl－, Mg2+は地点 C のみ、Na+

は地点 A 及び C のみフィールドブラ

ンクと降水のプロットが近かったが、

K+は他の解析地点でも比較的フィー

ルドブランクと降水のプロットが近

く、最も汚染の可能性が高い成分で

あると考えられた。 
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地点：フィールドブランク最大

値を検出した地点(解析対象 13

地点中)， 実線：フィールドブ

ランク最大値の換算値，プロッ

ト：降水の成分濃度(月間値) 

図 フィールドブランクと降水の比較 
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